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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
(図表も含めて分か りやす く記入のこと)
遷移金属 と棒状 配位 子か ら自己集合 によ って得 られる正方形骨格 は、無限 系、有 限系
に共通の もっ とも基本的 な骨格 であ り、 さまざまな機 能化 が行われて いる。本年度 は、
硝酸カ ドミウムと4,4’‐ピ ピリジ ンか ら得 られ る最 も単純 な正方形配位 高分子 がイ ミン
類の シアノシ リル化反応 の不 均一 系触 媒 と して働 くことを見出 した(下 図)。
また、効果的な有機分子 の取 り込 み と触媒能の向上を 目的 として、棒状配位子の伸 長
および修飾 を行 い24×24Åのは しご状正方形配位 高分子を得た(下 図)。その配位高分
子は、ゲ ス ト分子 と してメ シチ レンが7分 子取 り込 まれてお り大きな空孔 を有 して いる
ことが明 らか とな った。また 、同一の骨格 を保ちつつ さま ざまな側鎖 を導入で きる こと
を見 出 した。
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